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握される数字としては，1992 年に 706 人が最初に登録され，1996 年に
は 26 万 3782 人，2001 年には 45 万 1335 人と増加し続け，2003 年に
は 92 万 1492 人が記録された（2）。最後の登録受付がなされた 2009 年 11
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ミャンマーにおいては 15 歳から 59 歳までの生産年齢人口が多く，か
つ増加している。1985 年では 2100 万人で全人口の 56% を占めていたが，
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国家平和発展評議会法律」（Law Relating to Overseas Employment, 




















2009 年 7 月現在で，同法にもとづいて許可された斡旋業者は 101 社，同
法下で送り出された労働者総数は 1990 年からの累積で 5 万 3215 人で
ある（10）。送り出し先国は，最も多いのがマレーシア（3 万 8585 人），次い
でシンガポール（9222 人），韓国（4339 人），日本（458 人），アラブ首長




ある（11）。マレーシアの統計によれば，ミャンマー人労働者は 2005 年で 8
万 8573 人（うち約 66% が製造業，18% がサービス業，14% が建設業に
従事している）（12），2006 年で 9 万 2020 人である（13）。
就労先国 1990-
1999





マレーシア 208 94 1,086 8,368 3,449 1,607 1,882 3,687 6,275 8,949 2,791 189 38,585 
シンガポール 2,544 908 411 58 - 156 494 557 1,116 2,430 524 24 9,222 
韓国 1,063 20 260 3 654 501 127 1,343 36 - 262 70 4,339 
日本 22 13 - - 4 9 13 101 139 122 31 4 458 
アラブ首長国
連邦
- 61 15 - - - 1 91 81 - 249 
カタール - - - - - - 13 96 53 14 6 - 182 
リビア 111 - - - - - - - - - - - 111 
アメリカ - 18 - - - - - - - - - - 18 
タイ 12 - - - - - - - - - - - 12 
ブルネイ 12 - - - - - - - - - - - 12 
カンボジア 10 - - - - - - - - - - - 10 
フランス - 8 - - - - - - - - - - 8 
クウェート - - - - - - - - - - 6 - 6 
ドイツ - 2 - - - - - - - - - - 2 
スイス 1 - - - - - - - - - - - 1 
合計 3,983 1,124 1,772 8,429 4,107 2,273 2,529 5,784 7,620 11,606 3,701 287 53,215 
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れた。日本へは，1998 年にミャンマー政府労働省労働局と JITCO（Japan 
International Training Cooperation Organization：財団法人国際研修機
構）間で R/D（Record of Discussion：議事録）が調印され，研修生とし
て送り出されている（14）。2008 年には研修生として 151 人，技能実習生移
行申請者として 168 人が把握されている（15）。



















































































































































れた。日本へは，1998 年にミャンマー政府労働省労働局と JITCO（Japan 
International Training Cooperation Organization：財団法人国際研修機
構）間で R/D（Record of Discussion：議事録）が調印され，研修生とし
て送り出されている（14）。2008 年には研修生として 151 人，技能実習生移
行申請者として 168 人が把握されている（15）。

















































































































































































706 人，2009 年に登録された人数は 115 万 5728 人である。同制度のも
とで登録できるのは，ミャンマー人のほかに，カンボジア人，ラオス人
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におり，最も多いバンコクに 19 万 5000 人，次にサムットサコーン県に
15 万 3000 人，チェンマイ県に 6 万 6000 人が続く（表 2）。ミャンマー
人労働者の業種別就業人数（2007 年 12 月現在）からみると，その分布
は農業 18.9％，建設業 15.7％，水産加工業 13.5%，家内使用人 10.9％
である（Sciortino & Punpuing ［2009：65］）。その他 36.3％には，列挙
されていないその他の製造・加工工場（縫製，機械，金属，プラスティッ
クなど）やサービス業（レストラン，ホテルその他店舗における接客，清






トサコーン県でタイ人口 1000 人に対し 319 人である。同県都マハーチャ
イは，バンコクから南西に約 30 キロ，シャム湾まで 2 キロメートルとい
うターチン河口に位置する漁業および水産加工工場の集積地であり，その
労働をミャンマー人が担っている。次にミャンマー人比率の高い県はラ
















タイ ( 千 ) 人
雇用主 労働者 /
雇用主
全国 1,079,991 100.00% 1,315,932 82.07% 63,389,700 17 312,136 4.22 
バンコク 195,244 18.08% 251,143 77.74% 5,710,900 34 90,580 2.77 
サムットサコーン 152,707 14.14% 160,253 95.29% 478,100 319 14,491 11.06 
チェンマイ 65,988 6.11% 66,094 99.84% 1,670,300 40 19,357 3.41 
スラータニー 60,787 5.63% 65,824 92.35% 983,500 62 13,531 4.86 
プーケット 56,705 5.25% 57,323 98.92% 327,000 173 8,291 6.91 
サムットプラカーン 49,290 4.54% 58,613 84.09% 1,147,200 43 12,994 3.77 
ラノーン * 48,992 4.56% 49,034 99.91% 182,700 268 11,752 4.99 
ターク * 45,316 4.20% 45,320 99.99% 538,300 84 5,757 7.87 
チェンラーイ * 14,089 1.30% 14,834 94.98% 1,227,300 11 4,775 3.11 
表２　 タイにおける県別ミャンマー人労働者数およびサムットサコーンおよびラノーン
の相対的特徴
（注）　 ＊はミャンマーとの国境県。ミャンマー人労働者数は 2010 年 2 月現在, タイ人口は 2009 年 12 月
現在。 
（出所）タイ労働省雇用局資料より作成。
業種 男 女 合計 割合
漁船乗組員 8,739 1,626 10,365 2.1%
水産加工 28,351 37,500 65,851 13.5%
農業 58,267 34,332 92,599 18.9%
精米 3,351 1,193 4,544 0.9%
煉瓦工場 1,952 1,069 3,021 0.6%
製氷工場 2,648 661 3,309 0.7%
運搬 704 204 908 0.2%
建設 48,267 28,581 76,848 15.7%
鉱山 624 337 961 0.2%
家内使用人 9,808 43,372 53,180 10.9%
その他 100,897 76,835 177,732 36.3%
合計 263,608 225,710 489,318 100.0%
表３　業種別ミャンマー人労働者数　（2007 年 12 月 31 日現在）
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たが，1993 年には沿海部の 22 県と漁業，1996 年には 39 県と 7 つのセ




































イ政府は，2009 年 7 月，不法移民労働者に最後の登録・労働許可申請のチャ
写真１： ラノーンの埠頭に設けられた窓口で国籍証明手続を待つミャンマー人移民
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年 2 月 28 日までに，国籍証明による合法化手続をさせるために，その前
提となる登録・労働許可取得を促した。その結果これまで最高の 140 万









2010 年 7 月に開始されたが，タイ雇用者からの約 7 万人の要請に対し，
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サムットサコーン県は，タイ人口 1000 人に対しミャンマー人 319 人
という，タイのなかでミャンマー人労働者比率が最も高い県である。同県




南西に約 30 キロメートル，シャム湾まで 2 キロメートルというターチン
河口に位置する漁業および水産加工工場の集積地である。タイのえび加工







タイ人口約 18 万 3000 人に対し，約 4 万 9000 人のミャンマー人移民労
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使い，下水と電気はない。ゴム園では 11 月から 1 月までの乾季にゴム
液の採集ができる。ゴム液の収集は午前 1 時頃から夜明けまで，朝食後，
7 時から 10 時までゴム液に凝固剤を入れ凝固させ，午後にはローラー
で伸ばしてシート状にして乾燥させる。乾燥したシートからゴム農園
主に引き渡す。支払いは出来高でシート 1 キログラムにつき 15 バーツ
で，同居家族の働き手 5 人（本人，妻，息子 20 歳，18 歳，娘 14 歳）
合わせて日に 40 キログラムで 600 バーツの収入であるが，収入は不安
定であり，現在 5 万バーツ近い借金を抱えている。8 歳の息子は NGO
が運営する学習センターに通っているが，末息子（6 歳）は病気で医療
費がかさんでいる。労働許可証は，ナヨーンで日雇い労働者として働
く息子（24 歳）の雇用主に依頼してラノーンの家族 5 人分（末娘の分
は就労可能年齢であると偽って）を合計 1 万 2000 バーツ払って取得し














で 1000 バーツ払っている。船上での労働は 24 時間体制で，2 時間の
網の上げ下ろしを繰り返す。休みは 5 時間だけである。出漁中の食事
は米，魚，野菜を 1 日 4 回とる。睡眠は，雨天時は船内で晴天時は甲










は，マハーチャイに来て 10 年になる。7 年前にこちらで結婚したダヴェ




間 35 バーツである。男性は加工品の梱包，運搬作業で，月に 8000 バー
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勤務時間は夕方 3 時半から午前 3 時半までの 12 時間，週 1 日の休みが




















イェー出身の M （22 歳）は，マハーチャイに来てまだ 1 年である。先
に来ていた姉二人を頼って，ベイ，コータン，ラノーン経由で 7 日間






9000 バーツを親に送金した。送金は年に 2 ～ 3 回程度である。住居は
工場の寮でトタン屋根の一部屋 8 畳程度のコンクリート床に 5 人で住
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で送還される被害者は，2008 年でタイから 133 人，次に中国から 98 人，
その他 1 人，2009 年には中国から 293 人，タイから 132 人，その他 6 人，
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ヤンゴンで合意し，署名した。翌年 2005 年には，反人身取引法（The 
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2009 年では送金総額 1 億 3000 万 US ドルとの推計もある（図 2）。この
数字は外国為替による銀行送金であり，ミャンマー人移民労働者に広く使
われている地下送金での送金額は含まれていない。地下送金による額はこ
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（スクリーン 5 つ）や 20 バーツ均一市などが開かれており，人の波，






















（ 2 ）2003 年は労働者およびその帯同家族が登録可能であったため，この数字は労働
許可を申請する労働者本人およびその家族を含む。
（ 3 ）2009 年の登録は労働許可申請をする労働者のみが登録可能であった。
（ 4 ）タイにいるミャンマー人口としては国境沿いの難民キャンプに約 14 万 5000 人
が居住する。
（ 5 ）1990 年代の農村労働力の活用による豆類の増産・輸出については藤田・岡本
［2005：21］ , 1990 年代末から 2000 年代初めの縫製産業については工藤編［2008］ 
を参照されたい。
（ 6 ）1990 年代初頭にはバンコクおよび周辺の縫製工場数および生産高とも減少して
いたが，労働者の実質賃金は 1991 年から上昇していた。安い労働力を求める工場
経営者がミャンマー人移民労働者を安価で雇える国境地域へ工場移転・設置した
と Kusakabe et al. ［2008］は指摘する。
（ 7 ）同法制定により，それ以前の 1947 年輸出入管理（暫定）法第 3 条にもとづく




同業者はシンガポールへは 3000 シンガポールドル，マレーシアへは 700US ドル
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月の協議では，ミャンマー側から 2004 年から 2008 年間で 384 人を送り出したが，
そのうち158人が失踪しその多くが難民申請をしていると報告された。JITCOウェ
ヴサイト http://www.jitco.or.jp/send/teikikyogi_list.php?id=76 および 53 閲覧日
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ことが多い（Turnell et al. ［2008： 8］）。
（18）マレーシアで 20 年間医師として働いていたミャンマー人でさえ，フンディを
使って本国の家族に送金し続けていた。2011 年 1 月ヤンゴン市内でのヒアリング
による。
（19）タイの移民労働者政策の詳細については Chantavanich et al.［2007］, 山田［2009, 
2010］および伊藤［2010］を参照されたい。





の決定に時間がかかっているという（2011 年 2 月タイ労働省雇用局でのヒアリン
グ）。








月にミャンマー人移民労働者 57 世帯に対する聞き取り調査および 2010 年 9 月に
追加調査を行った。本節は当該調査結果の一部を利用したものである。ここに藤
田教授ならびに共同研究者に感謝する。なお当該調査の詳細については Fujita et 
al.［2010］を参照されたい。マハーチャイにおけるヒアリングは，CS Thailand　
（Catuddisa Sangha 四方僧伽）の協力で，2009 年末から 2010 年年初にわたり，ミャ
ンマー人移民労働者 30 人に対して行った。ここに CS Thailand　に感謝する。本
稿では，定量的分析ではなく，ミャンマー人移民労働者の実態を伝えるために叙
述的方法をとる。









必要で，7 日過ぎれば 14 日以内にミャンマー領（コータン）で登録する。
（26）現在でも子どもは目こぼしされやすいとの認識があり，コータンからラノーン














（32）ILO［2006］， ARCM［2007b］，Human Rights Watch［2010］など。






（36）筆者による 2009 年から 2011 年の関係者に対する数度にわたるヒアリング。
（37）Aung ［2010：97-101］。
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である。最近では BBC による ‘Thousands of Burmese ‘enslaved’ in Thai fish-
ing industry” 2011 年 4 月 25 日 付 http://www.bbc.co.uk/news/world-asia-pacif-
ic-13189103。




に人身取引撲滅への努力を強化すべきである。」2010 年 8 月 5 日ヤンゴンにお
ける CBTIP 主催の会議における Sit Aye 警察大佐のスピーチ。 “Government 
of Myanmar strengthens its national plan to combat human trafficking” http://




（43）2011 年 1 月 10 日ミャンマー警察反人身取引ユニットでのヒアリングによる。
（44）悪質斡旋業者のブラックリストが労働省のウェヴサイトに掲載されているらし
いがミャンマー人の多くはインターネットにアクセスできない。2011 年 1 月ヤン
ゴンでの関係者へのヒアリングによる。





（47） たとえばタイからミャンマーへの送金だけでも，労働者ひとり当り 500US ドル































Asian Research Centre for Migration（ARCM） ［2007a］ Assessing the Situation 
of the Worst Forms of Child Labour in Samutsakhon, The Asian Research 
Center for Migration, Institute of Asian Studies, Chulalongkorn University, 
Bangkok.
［2007b］Mitigating Exploitive Situations of Migrant Workers in Thailand, 
The Asian Research Center for Migration, Institute of Asian Studies, 
Chulalongkorn University, Bangkok.
Aung, Winston Set ［2009］ “Illegal Heroes and Victimless Crimes: Informal Cross-
border Migration from Myanmar,” Asia Paper,  Institute for Security and 
Development Policy, Stockholm.
Aung, Zaw［2010］ Burmese Labor Rights Protection in Mae Sot,  Center for 






である。最近では BBC による ‘Thousands of Burmese ‘enslaved’ in Thai fish-
ing industry” 2011 年 4 月 25 日 付 http://www.bbc.co.uk/news/world-asia-pacif-
ic-13189103。




に人身取引撲滅への努力を強化すべきである。」2010 年 8 月 5 日ヤンゴンにお
ける CBTIP 主催の会議における Sit Aye 警察大佐のスピーチ。 “Government 
of Myanmar strengthens its national plan to combat human trafficking” http://




（43）2011 年 1 月 10 日ミャンマー警察反人身取引ユニットでのヒアリングによる。
（44）悪質斡旋業者のブラックリストが労働省のウェヴサイトに掲載されているらし
いがミャンマー人の多くはインターネットにアクセスできない。2011 年 1 月ヤン
ゴンでの関係者へのヒアリングによる。





（47） たとえばタイからミャンマーへの送金だけでも，労働者ひとり当り 500US ドル































Asian Research Centre for Migration（ARCM） ［2007a］ Assessing the Situation 
of the Worst Forms of Child Labour in Samutsakhon, The Asian Research 
Center for Migration, Institute of Asian Studies, Chulalongkorn University, 
Bangkok.
［2007b］Mitigating Exploitive Situations of Migrant Workers in Thailand, 
The Asian Research Center for Migration, Institute of Asian Studies, 
Chulalongkorn University, Bangkok.
Aung, Winston Set ［2009］ “Illegal Heroes and Victimless Crimes: Informal Cross-
border Migration from Myanmar,” Asia Paper,  Institute for Security and 
Development Policy, Stockholm.
Aung, Zaw［2010］ Burmese Labor Rights Protection in Mae Sot,  Center for 
Social Development Studies, Faculty of Political Science, Chulalongkorn 
309308
University, Bangkok.
Chantavanich, Supang, Premjai Vungsiriphisal,  and Samarn Laodumrongchai 
［2007］ Thailand Policies towards Migrant Workers from Myanmar,  
The Asian Research Center for Migration, Institute of Asian Studies, 
Chulalongkorn University, Bangkok.
Fujita, Koichi, Tamaki Endo, Ikuko Okamoto, Yoshihiro Nakanishi,  and Miwa 
Yamada ［2010］ “Myanmar Migrant Laborers in Ranong, Thailand,” IDE 
Discussion Paper Series No.257, Institute of Developing Economies, JETRO.
Human Rights Watch ［2010］ From the Tiger to the Crocodile: Abuse of Migrant 
Workers in Thailand, Human Rights Watch, New York.
ILO ［2006］ The Mekong Challenge-Unpaid, Overworked and Overlooked: The 
Realities of Young Migrant Workers in Thailand （Volume 1）, International 
Labour Office, Bangkok.
Jampaklay, Aree, and Sirinan Kittisuksathit［2009］ Migrant Workers’ Remittances: 
Cambodia, Lao PDR and Myanmar,  ILO/Japan Project on Managing Cross-
border Movement of Labour in Southeast-Asia, ILO Regional Office for Asia 
and the Pacific, Bangkok.
Kusakabe, Kyoko, Ruth Pearson, Naw Eh Mwee, and Lada Phadungkiati ［2008］ 
Proceedings, Analyzing Linkage between Migrant Workers, Commodity 
Chains and Regional Development in Mae Sot and Migrant Workers’ 
Workshop on Locating Ourselves in the Economy and Society, Asian 
Institute of Technology, Pathumthani.
Pornpimon, Trichot ［2007］ “Thailand and Myanmar: Permanent Enemies Turned 
Friends?” Asian Review, Vol.20, pp.63-84, Institute of Asian Studies, 
Chulalongkorn University, Bangkok.
Regional Thematic Working Group on International Migration including Human 
Trafficking（RTWG） ［2008］ Regional Report on International Migration in 
Eat and South-East Asia, IOM, Regional Office for Southeast Asia, Bangkok.
Sciortino, Rosalia,  and Sureeporn Punpuing ［2009］ International Migration in 
Thailand, IOM, Thailand Office, Bangkok.
Turnel, Sean, Alison Vicary,  and Wylie Bradford ［2008］ “Migrant Workers 
Remittances and Burma:  An Economic Analysis of Survey Results,” Burma 
Economic Watch, Macquarie University, Sydney.
Yongyuth, Chalamwong ［2009］ “The Economic Role of Migration, Labor 
Migration in Thailand:  Recent Trends and Implications for Development,” 






ミャンマーはこれからどこへ向かうのであろうか。2010 年 11 月に 20
年ぶりに実施された総選挙で「圧勝」した連邦団結発展党（Union 
Solidarity and Development Party： USDP）は，2011 年 3 月 30 日に
新政権を樹立した。ここに国家平和発展評議会（State Peace and Devel-





凍結など一気に改革を進め，2014 年の ASEAN 議長国への就任の決定，
国民民主連盟（National League for Democracy：NLD）の政党再登録
とアウンサンスーチー氏の補欠選挙への出馬宣言，半世紀ぶりとなるアメ
リカ国務長官の訪緬など，目覚しい成果を上げ始めた。
なぜ，このような改革が始まったのであろうか。改革はどこまで進む
のであろうか。そして，それは持続可能なのであろうか。現在進行形の改
